
酒井重喜教授　略歴・業績

　　　〈履　歴〉

1949 年　　兵庫県竜野市（現たつの市）生
1971 年　　京都大学経済学部卒業
1973 年　　京都大学大学院経済学研究科修士課程修了
1976 年　　京都大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学
1976 年　　熊本商科大学（現熊本学園大学）経済学部講師、81 年助教授、85 年教授
1996 年　　熊本学園大学大学院経済学研究科修士課程教授
2005 年　　熊本学園大学大学院経済学研究科博士後期課程教授
2019 年　　熊本学園大学定年退職、同大学経済学部シニア客員教授、同大学名誉教授

　　　〈学　位〉

1973 年　　経済学修士（京都大学）
1991 年　　経済学博士（京都大学）

　　　〈著書（単著）〉

1989 年　　『近代イギリス財政史研究』ミネルヴァ書房
1990 年　　『経済史序論』同文舘
1997 年　　『混合王政と租税国家・・近代イギリス財史研究・・』弘文堂
2005 年　　『チャールズ一世の船舶税』ミネルヴァ書房
2013 年　　『近世イギリスのフォレスト政策‥財政封建制の展開‥』ミネルヴァ書房
2021 年　　『十七世紀イギリス財政史論・・「国王私財」と二つの革命』ミネルヴァ書房

　　　〈著書（共著）〉

1996 年　　 経済史研究会編『欧米資本主義の史的展開』思文閣出版　第 1 章「ヘンリー・パー
カー『船舶税裁判』における議会主権論の特徴」

2008 年　　 熊本学園大学経済学部編『いま、学問がおもしろい サテライト講義〔21 講〕』 
ミネルヴァ書房　第 21 講「『金儲けは悪いことですかね ?』にどう答える - 近代資
本主義における営利と生産力」

　　　〈翻訳書〉

2000 年　　ブラディック著『イギリスにおける租税国家の成立』ミネルヴァ書房
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　　　〈論文（研究ノートを含む）〉

1975 年　　18 世紀イギリスにおける地主の所領経営と農業資本主義　経済論叢　116. 3-4.
1976 年　　18 世紀イギリスにおける賃貸借制と地主の役割　経済論叢　117. 3.
1978 年　　2 つの本源的蓄積論　熊本商大論集　52.
1978 年　　社会的分業と農民層分解　『現代経済学の諸問題 I』
1979 年　　「農業綱領」における土地公有化批判（上）　熊本商大論集　53. 
1980 年　　土地公有化と共同体の解体　熊本商大論集　54.
1980 年　　土地国有化と二つの類型的歴史認識　熊本商大論集　27. 1.
1980年　　16・7世紀イギリスにおける羊毛の粗悪化と毛織物産業の編成替　海外事情研究　8. 1.
1981 年　　農業共同体の第一次的構成と生産諸力の遺産継承　熊本商大論集　27. 2.
1984 年　　炉税 - 王政復古期財政の一断面 -（上）その概要と初期の経緯　熊本商大論集　30. 3.
1985 年　　イギリス王政復古期の消費税と徴税請負制　熊本歴史科学研究会「会報」　21. 
1985 年　　炉税 - 王政復古期財政の一断面 -（下）　熊本商大論集　31. 1-2. 
1986 年　　 王政復古期消費税の徴税請負制（上）「州別請負制」とその変容　熊本商大論集　 

32. 2.
1986 年　　 王政復古期消費税の徴税請負制（下）「一括請負制」と消費税局 =「金融家官僚」

の活動　熊本商大論集　32. 3. 
1986 年　　 王政復古期消費税の徴税請負制（序）消費税の憲政上の位置づけと内乱・共和制期

の経過　熊本商大論集　33. 1.
1987 年　　イギリスの関税徴税請負制（1）チューダー期における試行　熊本商大論集　34. 1. 
1988 年　　 イギリスの関税徴税請負制（2）初期スチューアト朝における「大請負」の展開 1.　 

熊本商大論集　34. 2. 
1988 年　　 イギリスの関税徴税請負制（3）初期スチューアト朝における「大請負」の展開 2.　

熊本商大論集　34. 3. 
1988 年　　 イギリスの関税徴税請負制（4）初期スチューアト朝における「大請負」の展開 3.　

『現代経済学の諸問題 II』
1988 年　　初期スチュアート朝期の関税徴税請負制 -「雑請負」の展開 -　熊本商大論集　35. 2. 
1988 年　　アイァランド関税の統合的徴税請負制　熊本商大論集　35. 1
1988 年　　アイァランド関税の統合的徴税請負制・続 成立後の推移　海外事情研究　16. 1. 
1989 年　　イギリスにおける関税徴税請負制の終焉　熊本商大論集　35. 3.
1992 年　　大契約……混合王政と租税国家の間……『熊本学園創立 50 周年記念論集』
1993 年　　The tax farming in England, 1550-1688　海外事情研究　21. 1. 
1993 年　　17 世紀イギリス財政史の研究 - 徴発権の示談をめぐって -　私学研修　130
1993 年　　 徴発権とその示談（上）‥‥イギリスにおける租税国家成立史の一駒　熊本商大論

集　39. 2. 
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1993 年　　 徴発権とその示談（下）‥‥イギリスにおける租税国家成立史の一駒　熊本商大論
集　39. 3. 

1994 年　　 チューダー朝における課税根拠の拡大（上）- 租税国家の進展と中世的二元性の抵
杭 -　熊本商大論集　40. 3. 

1994 年　　 チューダー朝における課税根拠の拡大（下）- 租税国家の進展と中世的二元性の抵
抗 -　海外事情研究　22. 1. 

1995 年　　ヘンリー・パーカーにおける議会の助言と絶対主義　熊本学園大学経済論集　2. 1. 
1996 年　　二元主義の伝統と両院制議会絶対主義　海外事情研究　23. 2. 
1996 年　　議会主権から両院制議会絶対主義へ　熊本学園大学経済論集　2. 3・4 合併号 .
1998 年　　船舶税とシェリフ - チェシャーの場合　海外事情研究　26. 1. 
1999 年　　船舶税と船舶税艦隊　海外事情研究　26. 2. 
2000 年　　船舶徴用から船舶税へ　『熊本学園大学三十周年記念論文集』
2002 年　　海上主権論と船舶税　海外事情研究　29. 2. 
2002 年　　船舶税裁判ー危機における大権と所有ー　海外事情研究　30. 1.
2002 年　　1626 年と 1628 年の船舶税　熊本学園大学経済論集　8. 3・4 合併号
2003 年　　サマセットシャーの船舶税　熊本学園大学経済論集　9. 1・2 合併号
2003 年　　シモンズ・デーヴィスと船舶税　熊本学園大学経済論集　9. 3・4 合併号
2004 年　　最後の船舶税と議会　海外事情研究　31. 2.
2004 年　　デヴォンシャーにおける船舶税　海外事情研究　32.1.
2009 年　　 17 世紀初期イギリスにおけるフォレスト法解除 -- 財政封建制の一齣 --　海外事情

研究　36. 2. 
2009 年　　 前期スチュアート期におけるフォレストの縮小と拡大　熊本学園大学経済論集　 

15. 3・4 合併号
2009 年　　近世イギリス、フォレスト法下の国王収入増収策　海外事情研究　37. 1. 
2010 年　　17 世紀初期イギリスにおけるフォレスト法解除と戦争債務　海外事情研究　37. 2. 
2011 年　　前期スチュアート朝における王領地改革　熊本学園大学経済論集　17. 1・2 合併号 
2011 年　　 チャールズ一世のフォレスト法復活とその示談　熊本学園大学経済論集　17. 3・4

合併号
2011 年　　 王有林貸出・売却と「開拓地」摘発 ――前期スチュアート朝のフォレスト政策―― 

　 熊本学園大学論集「総合科学」　17. 2. 
2012 年　　 近世イギリスのフォレスト -- 財政封建制展開の前提 --　熊本学園大学経済論集　 

19. 1・2 合併号
2013 年　　近世イギリスにおけるフォレスト村落と共同地　海外事情研究　40. 2. 
2013 年　　 前期スチュアート朝のディーン・フォレスト - 製鉄利権貸出と共同権擁護 -　熊本

学園大学経済論集　19. 3・4 合併号
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2013 年　　 ノーサンプトンシャー、ロッキンガム・フォレスト、ブリッグストック村　海外事情 
研究　41. 1. 

2015 年　　ジェームズ一世の謄本保有改革　熊本学園大學経済論集　21. 1-4 合併号
2015 年　　 1620 年代イギリス議会の「財布の支配」・・・苦情の救済と供与の承認の一体性・・・

　 熊本学園大学経済論集　22. 1-2 合併号
2015 年　　 17 世紀イギリスにおける王領地改革と恩顧制度　熊本学園大学経済論集　22. 1-2

合併号
2016 年　　 ウィリアム 3 世のシヴィル・リスト --- 議会主権と混合王政　熊本学園大学経済論集 

　22. 3-4 合併号 . 
2017 年　　王政復古期財政の過渡性（上）　熊本学園大学経済論集　23. 1-4 合併号
2018 年　　王政復古期財政の過渡性（下）　熊本学園大学経済論集　24. 1-4 合併号
2018 年　　 チャールズ二世の「国庫支払停止」と「銀行家債務」　熊本学園大学経済論集　24. 

1-4 合併号
2019 年　　 チャールズ一世第 3 議会第 2 会期の関税論議　熊本学園大学経済論集　25. 1-4 合

併号
2020 年　　 ウィリアム三世第一議会の ｢歳入｣ 確定・・関税四年限定承認の意義　海外事情研

究　47（通巻 92）
2020 年　　 ジェイムズ一世「十年の親政」における非議会的収入の模索　熊本学園大学経済論

集　26. 1-4 合併号
2020 年　　 ドーヴァーの密約・・チャールズ二世の外交と財政　熊本学園大学経済論集　26. 

1-4 合併号

　　　〈書　評〉

1995 年　　城戸毅著『中世イギリス財政史研究』　土地制度史学　149.
2001 年　　 大倉正雄『イギリス財政思想史－重商主義期の戦略国家・経済』　社会経済史学　 

67. 2.
2004 年　　ジョン・ブリュア（大久保桂子訳）『財政＝軍事国家の衝撃』　歴史評論　651.
2007 年　　井内太郎『16 世紀イングランド行財政史研究』　社会経済史学　73. 2. 

　　　〈事　典〉

1994 年　　関税請負『歴史学事典 1 交換と消費』　川北稔編　弘文堂
1998 年　　財政史『歴史学事典 6 歴史学の方法』　樺山紘一編　弘文堂
2001 年　　徴税人『歴史学事典 8 人と仕事』　佐藤次高編　弘文堂 . 
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